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業

報

J

経
済
閥
単
部
車
徒
出
陣
舵
行
式

車
徒
問
陣
白
事
決
定
し
て
以
高
六
週
間
、
十
一
月
1
九
日
、
翌
日
町
長

畢
枇
行
式
を
控
へ
て
将
桝
皐
却
の
壮
行
式
及
び
同
好
合
主
催
の
冊
待
合
行

は
る
パ
月
億
に
亙
る
蓮
目
白
笹
練
に
身
品
共
に
出
陣
の
準
備
成
れ
る
問
陣

愚
生
‘
や
が
て
は
そ
白
あ
と
を
迫
ム
ベ
き
残
留
串
生
一
問
、
午
前
九
時
車

部
玄
関
前
に
築
骨
、
谷
口
車
部
長
を
品
用
品
多
数
敬
官
引
唱
の
一
下
に
、
敬
官

哩
晴
名
目
図
旗
を
先
登
に
し
て
、
亜
門
を
出
で
京
都
皇
官
に
向
っ
て
盤
強
す

る。

ζ

向
日
天
気
晴
朗
、
主
こ
と
回
出
陣
回
申
徒
の
行
を
祉
に
す
る
に
ふ
さ

は
し
い
。
堂
々

m
行
事
は
市
迫
田
人
を
し
て
限
を
陸
ら
し
め
つ

L
、
九
時

半
建
週
門
前
に
到
着
、
敬
度
な
る
帯
拝
白
後
、
部
長
の
濃
路
に
で
車
寄
白

寓
践
を
本
唱
す
5
0
西
南
太
平
洋
の
空
に
宮
で
轟
〈
4

酬
と
恩
は
る
L
ば
か

り
。
そ
れ
よ
m
p
加
茂
脚
租
神
世
(
下
鴨
紳
世
)
に
重
り
、
武
浬
長
久
前
踊
祭

行
は
る
。
肺
主
配
嗣
を
奏

L
、
部
長
及
び
閏
陣
単
徒
代
表
玉
串
を
事
提

L
、
一
開
館
酒
並
に
御
符
を
扱
い
て
湧
聴
沓
岡

E
需
品
。
格
っ
て
踊
足
を

以
て
串
部
玄
関
前
に
蹄
着
、
牛
後
行
は
る
べ
き
舵
行
式
及
び
射
行
骨
四
た

め
に
暫
時
待
槽
ナ
る
。

午
後
一
時
、
法
鰹
第
回
数
室
に
於
で
先
づ
畢
部
主
催
。
壮
行
式
暴
行
せ

ら
る
。
演
壇
後
方
の
大
岡
旗
、
演
壇
上
の
松
、
満
堂
白
歌
官
・
瞳
生
並
に

普
曲
端
部
回
申
生
閥
、
問
陣
畢
徒
な
ら
ざ
る
も
の
に
も
胸
裡
に
焼
付

t
情
景
で

あ
る
ロ
開
舎
の
僻
、
園
民
地
問
越
川
閥
般
車
唱
、
宜
職
自
大
詔
車
調
白
後
滝
別

議

報

¥ 

項
目
如
き
瞳
部
長
舵
行
の
融
、
在
抽
胆
々
生
雄
品
川
選
僻
、
田
陣
畢
生
糟
品
川
容

僻
あ
り
、
曲
相
変
、
友
愛

m
情
、
車
還
を
掛
せ

f
る
の
決
意
、
J

融
誼
和
合
し

て
滞
金
の
感
甑
は
高
調
に
撞
す
る
。
積
い
て
出
陣
串
徒
に
劃
し
串
部
也
、
b

m
b
を
鰭
品
た
胸
物
「
串
徒
出
陣
手
牒
」
並
に
「
記
念
問
旗
」
(
凸
版
刷
)

が
授
奥
せ
ら
れ
、
柴
田
教
授
の
先
導
に
C

「
勝
ち
白

f
誓
」
を
再
調
し
、

普
措
回
目
伴
奏
に
て
「
海
ゆ
か
ぽ
」
を
膏
唱
、
最
後
に
曙
諜
白
高
歳
を
高

ら
か
に
車
唱
、
植
品
て
股
粛
裡
に
式
を
悶
ぢ
た
。

や

ー 」一一一一一一一一一一一一

祉

行

僻

蕗
に
組
隣
組
中
部
出
陣
串
徒
四
舵
行
式
L
Z
暴
行
す
る
に
悦
り
、
一
言
所
健

在
述
べ
て
、
諸
君
の
行
を
祉
に
せ
ん
と
す
る
も
由
で
あ
る
。

設
に
米
国
間
且
英
闘
に
劃
ナ
&
宜
職
白
大
詔
快
投
せ
ら
れ
て
よ
り
誌
に
一
一

ヶ
年
、
大
櫛
稜
成
の
下
、
我
が
忠
誠
勇
武
な
る
附
海
時
兵
の
善
楳
敢
闘
に

よ
り
、
未
曾
有
の
職
呆
は
赫
々
と
し
て
事

p
、
帝
国
の
成
時
早
〈
も
敵
岡

を
醒
倒
し
、
大
東
亜
建
設
白
五
歩
は
着
々
と
し
て
諮
め
ら
恥
つ
ミ
あ
る
。

此
の
間
に
あ
っ
て
脅
君
は
今
日
ま
で
、
依
然
と
し
て
槙
窓
に
止
ま
り
、
回
申

徒
と
し
て
凪
敬
穫
を
績
け
た
自
で
あ
る
が
、
併
し
向
に
は
働
勃
た
る
報
岡

田
決
意
踊
到
し
て
、
抑
「
雄
き
も
の
畠
り
た
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。

今
畠
で
皇
闘
は
三
千
年
串
由
一
関
建
主
決
す
る
重
大
な
る
時
局
に
古
市

L
、

緊
迫
せ
る
世
界
の
情
勢
は
一
日
正
忽
せ
に
す
4

か
ら
ず
、
一
億
同
胞
番
〈

戦
闘
配
置
に
つ
き
、
各
々
其
の
圭
力
在
意
し
て
、
以
て
困
難
を
克
服
れ
す
べ

き
時
機
に
到
講
し
た
。
島
田
秋
に
官
事
、
諸
君
は
謹
に
待
ち
に
待
ち
た
る

榔
召
を
豪
り
、
勇
躍
征
迭
に
上
る
光
祭
mw
日
圭
迎
ふ
る
こ
と
与
な
っ
た
。

諸
君
白
紙
喜
や
想
ふ
べ
き
ぜ
あ
る
、
諸
君
は
品
中
ナ
せ
に
探
〈
決
ナ
る
所

之

第
五
十
也
容

六
O
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六
鵠

O 
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金

報

る
り
、
胸
を
張
M
V
腕
を
撫
し
て
事
先
困
難
に
赴
か
ん
と
す
る
、
其
由
天
地

E
大
田
信
網
随
は
、

E
に
堂
を
墜
す
る
も
の
島
る
を
見
て
、
吾
等
も
主
た
探

き

啓

訟

に

訂

た

る

L

も

の

で

あ

る

。

〆

諸
君
は
皇
図
に
生
を
芋
け
で
よ
り
、
認
に
二
十
有
億
年
、

ζ

白

問

皇

恩
園
尽
の
辱
き
を
受
け
て
、
最
も
恵
ま
れ
た
る
環
境
の
下
に
、
国
家
最
高

田
教
養
を
高
品
世
主
今
日
に
至
っ
た
。
今
と
そ
其
の
高
き
教
義
を
最
高
度

に
賢
揮
し
て
、
限
り
な
き
皇
恩
岡
恩
に
報
い
世
帯
る
べ
き
、
絶
好
の
欄
曾

が
到
官
刑
し
た
O
で
あ
る
。
憶
「
ば
悠

A
Z一
千
年
、
此
の
皇
闘
を
諜
?
嗣
げ

た
吾
轄
副
先
の
遺
烈
を
樹
揚

L
、
一
死
且
て
皐
迩
を
扶
翼
し
車
る
べ
き

日

出

端

た

の

で

あ

る

。

、

思
F
O

に
、
今
衣
位
職
白
目
的
は
嗣
乎
&
し
て
宜
職
の
大
詔
に
垂
一
本

L
軸

ふ
所
で
島
る
。
東
津
制
覇
の
非
望
を
遅
F

っ
せ
ん
ー
と
す
る
米
英
嗣
闘
を
撃
滅

し
て
、
帝
園
田
存
立
を
百
年
目
事
き
に
置
き
、
東
亜
の
安
定
を
確
保
し
、

世
界
の
平
和
に
貢
献
し
て
、
高
邦
共
袋
u
u
m

曹
を
倶
に
す
る
た
め
に
は
、
販

品
師
止
し
て
一
一
割
自
陣
磁
を
破
醇

L
、
米
英
嗣
困
を
東
亜
よ
り
師
挺
し
て
、

以
て
大
東
亜
共
柴
白
新
天
地
を
建
設
せ
ね
ば
な
ら
向
。
諸
君
は
一
方
に
於

で
、
来
英
撃
滅
白
苛
烈
な
る
職
闘
に
従
草
す
る

k
共
に
、
他
方
に
於
て
、

東

E
十
億
四
民
族
を
結
集
し
て
、
大
東
亜
共
柴
田
新
説
序
を
建
設
す
べ

き
、
大
怪
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
特
に
諸
君
が
最
高
翻
蓄
の
識
見
主
、
積

年
練
磨
白
人
格
圭
以
て
、
大
東
亜

m
諸
民
族
を
指
導
し
、
八
紘
儒
宇
白
大

理
想
を
貨
現
す
る
に
は
、
他
に
何
人
も
企
及
し
特
ざ
る
素
養
と
、
準
備
を

以
て
町
で
征
〈
も
の
で
る
る
。

今
や
敵
末
英
白
壁
も
ま
た
、
諸
君
主
同
ト
職
場
に
馳
駆
し
て
、
職

1 

俸
壬
十
七
巻

停
-
ハ
競

O 
"-

ヌミ

O 

に
叫
也
事
し
つ
込
あ
る
。
諸
君
は
彼
帯
正
職
場
に
相
見
え
て
、
互
に
唯
雄
を

決
せ
ん
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
が
、
暗
君
は
其
?
黒
崎
と
職
力
に
於
て
、
品

f
や
被
撃
を
犀
倒

L
、
赫
々
た
る
勝
利
を
獲
得
す
べ
き
こ
と
を
、
苦
々
は

信
ピ
で
挺
は

f
る
も
の
で
あ
る
。

噌
諸
に
出
陣
す
る
踊
掛
皿
中
部
白
畢
徒
諸
君
は
、
其
の
綿
数
約

O
百
に
垂
ん

と
す
る
が
、
諸
君
白
総
て
は
、
植
要
な
る
軍
隊
の
幹
部
と
し
て
養
成
せ
ら

る
込
も
白
な
る
が
故
に
、
但
り
に
各
人
そ
れ
ん
¥
百
人
の
長
と
な
ら
ぽ
、

能
〈
紹
椀
瞳
都
府
み
を
以
て

O
寓
の
大
軍
を
辛
ゆ
る
こ
と
L

な
る
。
開
討

が
此
の
大
躍
を
陀
陀
し
て
、
勇
職
脅
闘
せ
ら
る
ミ
の
舵
祖
を
想
ふ
是
き
、

吾
年
も
主
た
血
白
濁
き
肉
の
躍
る
を
禁
ピ
得
な
い
。
あ
ゐ
図
危
〈
し
て
何

白
大
国
申
か
あ
る
。
吾
帯
も
亦
其
の
時
機
到
ら
は
、
勇
躍
紅
詑
に
就
い
て
、

諸
君
白
地
に
績
〈
申
党
提
に
搭
す
べ

t
、
今
日
す
で
に
探
〈
決
す
る
所
る

る
が
、
坊
ら
〈
単
闘
に
踏
み
止
重
り
、
諸
君
白
残
さ
れ
た
る
瞳
闘
を
議

p
、
銃
後
奉
公
の
誠
を
致
し
つ
弘
、
諸
君
が
柾
職
回
目
的
を
完
惑
し
て
、

赫
々
た
る
勲
功
を
荷
ひ
、
武
運
日
間
た

f
串
閑
に
蹄
り
謀
る
日
を
待
つ
も

白
で
あ
る
。

• 

希
〈
は
諸
君
、
懸
軍
高
阜
、
櫛
風
体
雨
、
如
何
な
る
圏
躍
に
遭
遇
す
る

も
、
最
普
の
註
意
を
以
て
品
目
健
康
を
保
持
し
、
不
抜
白
精
神
と
必
勝
目

信
念
を
叫
て
、
護
国
の
重
責
を
果
し
、
後
世
寓
古
に
瓦

p
、
ま
く
日
本
目

先
揮
あ
る
歴
史
と
樽
統
を
残
さ

ιん
乙
と
を
、
深
f
諸
君
に
期
待
し

H
つ

確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
に
神
霊
の
加
護
あ
り
、
栴
稜
戚
白
下
、
諸
君
が
畠

f
や
此
白
重
責
を
完

う
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
祈
念
し
て
諸
君
に
封
ナ
Z
壮
行
白
僻
と
す
る
。



昭
和
十
八
年
十
一
月
十
九
日

京

都

帝

国

大

串

融
情
皐
部
長
谷

吉

彦

ロ

舵

仔

白

酔

雑
時
昭
和
十
八
年
十
一
月
十
丸
目
、

E
白
光
揮
あ
る
民
盟
探
求
申
殿
堂

に
於
て
、
大
串
A

守
護
布
以
串
宋
曾
宥
の
出
陣
抽
申
徒
枇
行
白
式
典
を
畢
行
せ

ら
る
ふ
に
常
り
、
経
済
凪
甲
部
花
車
生
を
代
表
し
、
柳
か
燕
離
を
陳
べ
、
壮

行
の
齢
に
代
へ
ん
と
寸
。

惟
ふ
に
兄
等
製
に
志
し
て
よ

p
既
に
十
趨
星
調
、
今
宇
最
高
層
府
白
段

階
に
入
り
、
帝
岡
大
串
々
生
と
し
て
の
柴
替
と
期
待
を
挽
ひ
、
日
夜
研
債

を
使
妙
、
且
て
皇
国
の
謹
湿
に
寄
典
し
、
図
家
隆
昌

m
無
謹
を
永
世
に
椎

持
せ
む

k
hぜ

P
。
而
も
支
那
事
費
以
革
今
次
大
職
に
亘
る
趨
、
見
部
身
は

瞳
舎
に
在
る
も
、
克
(
陣
中
田
意
を
樺
し
、
日
に
月
に
勉
脚
努
力
以
て
職

時
下
回
申
徒
?
草
分
を
選
中
せ

p
。
酷
品
に
苛
烈
な
る
職
局
は
益
々
探
刻
な

る
局
面
に
撞
し
、
+
瞳
午
に
し
て
柴
容
島
る
同
時
白
犬
命
を
拝
ナ
。
何

ぞ
事
国
明
徒
の
光
柴
之
に
優
る
も
の
有
ら
ん
哉
、
何
ぞ
其
れ
翠
H
批
な
る
雄

委
な
ら
ん
哉
、
宥
史
以
曲
部
幅
制
〈
の
如
き
祉
事
有

n
J
L
哉
、
時
宗
、
幸
吉
、

或
は
醍
盛
白
成
主
む
と
し
て
成
ら
ぎ
り
し
大
理
想
が
+
や
兄
等
瞳
徒
建
に

依
て
決
行
さ
れ
む
と
す
、
何
た
る
快
事
ぞ
、
侃
け
、
組
敵
撃
践
の
鵠
品
、

大
東
盟
建
設
目
録
品
、
大
い
な
る
歴
史
創
誌
の
錦
品
、
新
し
き
光
明
白
世

ー
界
克
開
拓
目
録
め
に
。
そ
目
新
し
き
光
明
白
幕
は
兄
華
自
ら
白
手
に
依
て

白
品
開

h
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
四
阿
け
そ
む
る
幕
白
軌
り
は
兄
等
自
己
申

耳
采
を
訂
ち
、
中
が
て
束
亜
民
族
十
憶
の
胸
の
陣
鼓
に
街
し
、
大
東
亜
建

難

報

設
の
大
行
趨
曲
は
奏
せ
ら
れ
、
而
し
て
世
界
新
執
序
白
プ
ロ
ロ
ー
グ
た
ら

む
、
古

E
迫
ふ
菩
暁
序
椎
持
者
建
に
は
.
そ
れ
は
品

f
申
葬
法
曲
で
あ

り
、
彼
等
世
界
白
エ
ぜ
ロ
ー
グ
た
ら
む
、
兄
畢
の
柴
樺
た
る
何
ぞ
大
な
る

哉
、
請
ふ
、
兄
等
一
度
戎
衣
を
櫨
ひ
苅
勇
躍
征
盆
に
就
恥
ば
刻
苦
精
繭
寧

務
忙
奉
公
せ
ら
れ
畢
徒
兵
と
し
て
り
重
責
と
期
待
h
l
E
果
さ
れ
ん
事
在
。

ま
桂
閉
ざ
す
北
海
自
砿
島
に
北
肢
を
仰
ぎ
、
朔
風
耽
ゆ
る
北
柑
に
軍
馬

目
噺
〈
を
聞
き
、
苔
む
す
長
蛾
に
阻
月
を
抑
「
。
或
は
調
疏
長
蛇
由
長
江
に

戦
塵
を
洗
ひ
、
夜
光
也
踊
飢
れ
飛
ぶ
ベ
ン
ガ
ル
に
印
度
調
立
を
支
援
し
、
南

慢
の
空
遺
〈
南
十
字
星
を
塾
ふ
。
噛
呼
何
た
る
勇
壮
な
る
ぞ
、
之
皆
兄
等

白
委
な
り
、
而
し
て
乙
の
U
A
等
に
柏
田
蔭

m
如
〈
附
添
ふ
は
遁
懐
白
情
な

ら
ん
。
不
宵
官
て
蒙
古
オ
ル
ド
ス
に
従
軍
す
る
事
故
年
、
そ

P
貧
し
き
檀

験
に
徴
ナ
る
も
明
白
な
り
。
蓋
し
兄
等
の
塾
協
は
、
此
の
母
校
に
準
え
立

ち
、
日
夜
兄
等
白
勝
利
を
刻
む
時
計
選
下
申
畢
闘
な
ら
ん
。

聞
し
て
想
起
さ
れ
よ
、
其
庖
に
は
兄
等
に
績
か
む
主
し
て
、
意
気
軒
晶

た
る
同
開
宇
白
生
尋
串
弟
四
待
機
申
委
あ
る
を
。
而
じ
て
武
運
目
出
度
〈
蹄

還
の
大
命
に
脅
す
6
己
と
あ
ら
ば
、
陣
中
間
白
蓮
し
き
怯
力
無
力
以
て

再
び
昌
一
l
D
繭
奥
を
樺
h
b
b
品
、
邦
J4
白
鑓
u

画
整
陣
晶
、
b
L
E
こ
と
を
'
祈
念
ナ

る
も
の
な

B
。

抽
枠
札
"
に
の
ぞ
み
'
、
見
等
由
御
健
康
と
武
謡
曲
長
久
を
一
同
と
共
に
新

，
、
此
の
酔
を
結
ぶ
。

昭
和
十
凡
年
十
一
月
十
九
日

鯉
冊
目
串
部
世
畢
生
代
表
一
悶
生

斤

岡

大

第
五
十
七
番

，、
O 

第
六
披

O 
九

苧



圭E

季語ふ

答

僻

本
日
誌
に
近
〈
入
替
の
光
柴
を
挽
ひ
職
棋
に
赴

4
生
事
の
矯
晶
締
済
同
申
、

都
耽
行
式

E
場
行
せ
ら
れ
、
串
部
長
先
生
よ

p
は
榔
懇
切
な
る
訓
示
を
辱

f
L、
事
在
畢
生
代
表
よ

p
熱
誠
溢
る
L

ば
恥
り
白
祉
行
自
齢
を
高
奥
せ

ら
れ
た
る
は
淘
に
無
上
由
党
柴
に
し
て
、
主
事
一
同
感
激
措
〈
曲
は
ざ
る
i

島
な
担
。

今
や
皐
闘
は
一
一
一
千
年
来
の
闘
謹
を
決
す
る
極
品
て
重
大
な
る
時
局
に
直

面
し
、
内
品
川
の
情
勢
は
一
日
宇
日
を
も
忽
せ
に
す
る
こ
と
前
は
ず
、
一
億

同
胞
悉

f
戦
闘
配
置
に
就
き
そ
の
全
力
を
識
し
、
以
疋
困
難
を
克
服
突
破

せ
ん
と
す
。
こ
白
秋
に
常

D
串
徒
悶
陣
白
勅
令
佳
布
せ
ら
る
。
識
で
報
国

挺
身
白
決
認
躍
制
し
て
抑
へ
難
き
も
の
ち
り
し
断
、
生
等
蓄
に
聖
旨
在
来

戴

L
勇
躍
第
一
線
に
謹
む
を
得
た
り
。
皇
幽
男
子
と
し
て
無
上
回
柴
暑
に

し
て
本
懐
之
に
過
「
る
も
白
な
し
。
生
帯
本
よ

p
生
還
を
期
せ
ず
。
謹
ん

宅
宣
戦
由
大
詔
を
車
中
載
し
議
忠
報
閥
N
H

で
我
帯
同
宇
佐
に
奥
へ
ら
れ
た
る
光

柴
あ
る
龍
闘
白
重
責
を
完
う
せ
l
N
。

在
静
岡
申
徒
諸
兄
又
遠
か
必
ず
し
て
生
轄
に
績
き
出
陣
白
上
は
、
我
帯
の

屍
を
越
え
劇
敵
を
撃
抽
し
、
以
て
大
東
語
職
容
を
完
盆

L
、
/
上
良
襟
を
安

ん
じ
車
中
り
、
光
蝉
あ
る
日
本
自
体
粧
を
維
持
せ
ざ
る
べ
恥

b
f
o

、

生
等
も
事
必
勝
目
信
念
に
透
徹
し
、
不
帥
閣
不
一
周
D
J精
神
E
M
m
T
職
場
忙

遮
越
し
、
奮
っ
て
聖
恩
白
高
一
に
酬
ひ
奉

p
、
必
ず
各
校
白
榔
期
待
に

聞
は
ん
と
と

E
期
す
。
決
意
由
一
端
を
開
陳
し
答
僻
と
な
す
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
九
日

京
都
帝
岡
大
串
鰹
時
間
国
中
部
問
陣
回
申
徒
代
表

己

一

同

生

岡

田

公

意

第
五
1
十
セ
巻

六
O
四

同
好
合
主
催
批
行
合

第
六
説

O 

革
部
主
催
壮
行
式
に
引
練
い
で
同
好
曾
主
催
批
行
舎
に
移
る
。
時
に
午

後
一
時
四
半
分
。
こ
の
間
出
陣
畢
生
に
と
っ
て
は
連
日
目
修
練
に
担
い
て

刷
染
傑
〈
な
ワ
た
乾
ハ
シ
白
配
布
あ
り
、
乾
杯
に
代
る
乾
パ
シ
の
饗
聴
に

よ
ツ
で
興
越
新
な
る
も
の
が
加
っ
た
a
高
田
教
授
に
諦
ふ
に
、
出
陣
串
徒

へ
申
枇
行
白
僻
を
以
て
す
れ
ば
、
先
生
快
諾
さ
れ
壇
上
位
立
た
恥
た
。
拍

手
商
堂

E
揺
が
す
樫
に
、
先
生
白
熱
誠
握
る
ゐ
一
宮
一
句
は
騒
い
印
象
と

L
c
欝
透
し
た
。
そ
の
要
旨
は
L
R
白
如
〈
で
あ
る
。

私
は
い
宜
壮
行
白
言
葉
昔
話
べ
る
に
首
ワ
て
感
激
に
世
慣
れ
て
ゐ
る
。

京
都
帝
大
に
闘
悟
を
も
っ
で
以
降
、
暫
時
持
へ
問
た
と
と
は
あ
る
が
、

大
祖
=
一
十
六
年

E
艦
迦
し
た

k
い
ひ
得
る
ち
額
十
与
で
大
串
に
入
っ
た
首

相
か
ら
、
今
日
の
如
き
帽
に
如
い
て
、
今
日
町
如
き
挨
拶
を
越
ベ
る
機

骨
を
持
伝
う
左
は
夢
に
も
思
は
な
か
っ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
個
人
的
な

る
感
撒
も
苫
る
こ
と
な
が
ら
、
組
閣
白
誕
燥
に
つ
hr

て
想
そ
致
す
乙
と

が
極
め
て
多
い
。
世
界
に
射
け
る
日
本
白
隠
並
な
(
し
て
今
日
の
か
L

る
機
舎
は
決
し
て
栴
停
な
払
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
個
人
と
し
で
、
一

教
提
&
し
て
の
感
想
乃
至
耽
行
白
僻
を
拙
ベ
ん
と
す
る
に
常
ワ
で
も
、

武
の
こ
と
を
念
頭
よ
り
去

p
が
た
い
。

米
英
は
世
界
の
官
、
世
界
白
支
配
を
潤
占
し
つ
ど
け
で
な
ほ
足
れ
り

と
せ
ず
、
此
不

E
の
打
唖
白
大
業
に
反
抗
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
と
と
に

決
然
、
東
亜
宮
正
し
く
建
設
す
ベ
〈
立
上
っ
た
日
本
自
現
貨
を
宜
醐
し

な
け
れ
ば
な
、
b
な
い
。
日
本
白
中
に
撚
ゆ
る
も
白
世
道
議
白
憤
切
で
あ



り
、
其
背
後
に
あ
る
も
の
は

E
義
目
先
で
品
る
。
椅
君
は
年
齢
白
ゆ
ゑ

に
勇
躍
佐
誌
に
つ
〈
。
我
々
は
年
齢
?
ゆ
主
に
囲
内
に
と
ピ
ま
つ
で
銑

伎
の
一
員
と
な
る
。
問
陣
さ
れ
る
暗
君
に
劃
し
て
は
櫛
粧
の
感
撤
去
感

謝
と
を
禁
じ
得
た
い
。

い
ふ
主
で
も
な
〈
日
本
の
地
位
は
上
男
し
お
。
そ
の
飛
摺
的
に
噌
大

し
た
る
資
力
に
よ
っ
て
世
界
。
歴
史
を

E
し
き
軌
廷
に
乗
せ
る
や
否
宇

田
機
舎
は
既
に
到
捕
し
で
ゐ
る
。
世
界
白
隠
史
が
主
義
に
向
中
品
、
或

は
不
正
義
に
筒
古
る
か
。
と
れ
に
つ
い
て
の
鍵
を
振
る
も
の
は
貨
に
荷

君
の
決
意
と
哲
闘
で
あ
る
。
臨
海
空
曜
の
中
堅
と
な
る
べ
叶
諸
君
。
諸

君
の
使
命
は
烹
ζ

と
に
宜
大
で
あ
る
。
而
も
結
ん
で
言
葉
を
許
古

ιる

な
ら
ば
、
諸
君
の
努
苦
の
絶
大
な
る
こ
と
を
岡
山
ふ
と
共
に
共
他
面
に
於

け
る
其
辛
踊
を
盟
は
ざ
る
を
得
由
。
悠
久
三
千
六
百
年
目
白
木
曜
史
田

部
過
由
間
に
あ
っ
て
は
、
幾
度
か
わ
れ
ら
民
族
白
問
先
、
又
は
近
、
き
先

輩
が
立
つ
で
困
難

E
救
つ
て
は
車
た
。
併
し
午
ら
そ
の
決
死
的
大
業
と
，

躍
も
一
凶
の
間
安
、
一
闘
の
安
危
を
定
右
す
る
唱
と
い
ふ
こ
と
に
主
"
と
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
と
と
る
が
諸
君
の
措
常
す
べ
き
俊
命
と
事
業

ιは
謹

に
之
を
こ
え
て
ゐ
る
。
世
界
の
隆
史
を
新
し
〈
滴
直
し
、
不
正
な
る
も

の
申
支
配
を
排
除
し
て
人
類
に
E
義
田
大
道
を
布
和
む
と
す
る
。
君
図

的
錦
に
殉
ず
る
と
と
、
既
に
男
予
の
本
懐
で
あ
る
。
祝
や
全
力
を
捧
げ

で
比
大
業
に
参
加
す
る
。

ζ

れ
企
〈
b
れ
ら
む
先
輩
の
全
ぐ
夢
想
だ
も

な
L
得
な
か
り
た
宰
耐
で
る
る
。
諸
君
は
此
窓
棋
と
白
血
置
、
自
負
と
責

任
と
を
惟
ふ
時
、
一
死
困
難
に
向
は
ん
と
す
る
勇
躍
の
情
熱
止
の
如
き

も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
雌
日
本
を
、
東
亜
を
、

説

有ι

〆

世
界
を
凝
楓
し
て
口
暗
君
の
努
力
と
勢
背
と
に
封

L
如
何
程
感
謝
し

て
も
、
な
ほ
足
nn
な
い
の
を
感
ず
る
。
草
に
多
年
修
得
白
知
識
と
高
き

遺
徳
的
自
砲
と
鍛
錬
し
た
る
極
力
去
を
以
て
京
国
白
伐
に
盤
鷲
せ
ん
L
C

ナ
る
腎
君
に
劉

L
、
祝
窟

ι感
謝
・
と
白
徴
哀
を
捧
げ
る
衣
第
で
あ
る
。

A
8
7

や
職
与
は
苛
烈
を
樺
品
て
ゐ
る
。
此
段
階
は
山
阜
の
中
堅
と
し
て
新

し
き
有
力
な
る
要
素
の
諮
問
事
加
を
保
っ
て
ゐ
る
。
そ
が
に
よ
っ
て
白

み
此
重
大
な
る
事
憩
を
輔
換
し
得
る
と
確
信
せ
ら
れ
期
待
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
知
識
と
遭
義
的
確
信
と
担
錬
せ
る
品
身
と
は
此
鷲
天
勤
地
回
大
業

白
完
成
に
噂
〈
で
ち
ら
う
。
わ
れ

b
れ
は
畢
窓
に
留
意
っ
て
日
夕
荷
君

の
雄
姿
を
想
望

L
不

断

の

脅

聞

に

感

謝

し

た

い

と

且

ふ

。

，

e

畏
い
で
畢
生
委
員
を
代
表
し
て
梅
田
君
立
包
で
師
恩
に
答
へ
ん
、
闘
恩

に
酬
い
ん
と
感
梯
っ
た
る
挨
拶
を
行
っ
た
。
舵
行
宮
は
呆
つ
る
を
知
ら
ざ

る
按
悶
集
に
充
満
し
た
の
で
あ
苔
が
、
麹
さ
れ
た

ι仔
車
も
あ
る
と
と
と

て
と
の
過

p
に
て
閉
曾
す
る
に
官
明
、
小
島
教
授
農
産
に
従
ひ
問
陣
畢
徒

J

D
問
題
長

A
E祈
っ
て
高
歳
を
唱
和
し
た
。
聞
で
立
つ
も
白
に
も
、
曲
四
る

耳
目
に
も
、
未
だ
時
っ
た
ζ

・
と
白
な
い
感
甑
白
一
割
で
る
っ
た
と
と
は
、

列
席
一
同
白
胸
裏
に
阻
〈
刻
み
込
ま
れ
た
と
こ
る
で
あ
る
。

¥ 




